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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第４部門第１区分
【発行日】平成30年3月8日(2018.3.8)

【公開番号】特開2016-183501(P2016-183501A)
【公開日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2016-060
【出願番号】特願2015-64274(P2015-64274)
【国際特許分類】
   Ｅ０４Ｇ  23/02     (2006.01)
   Ｅ０４Ｃ   5/16     (2006.01)
   Ｅ０４Ｂ   1/24     (2006.01)
   Ｅ０４Ｇ  21/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｅ０４Ｇ   23/02     　　　Ｄ
   Ｅ０４Ｃ    5/16     　　　　
   Ｅ０４Ｂ    1/24     　　　Ｆ
   Ｅ０４Ｇ   21/12     １０５Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年1月23日(2018.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　以上の課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　ＲＣ構造物の上向きに開けた削孔に棒部材を上向きに挿入する場合において、
　前記棒部材の周囲に、その先端部側から後端部側に向けて延びる針部材を複数本取り付
け、
　前記削孔に前記棒部材を上向きに挿入して、前記削孔面に前記棒部材周囲の前記針部材
を食い込ませる、棒部材の上向き固定方法を特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、
　請求項１に記載の棒部材の上向き固定方法であって、
　前記針部材を、前記棒部材の先端部と後端部の周囲にそれぞれ取り付けることを特徴と
する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、



(2) JP 2016-183501 A5 2018.3.8

　請求項１または２に記載の棒部材の上向き固定方法であって、
　前記針部材を、前記棒部材への装着具の周囲に３本以上取り付けることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉄筋コンクリート構造物の上向きに開けた削孔に棒部材を上向きに挿入する場合におい
て、
　前記棒部材の周囲に、その先端部側から後端部側に向けて延びる針部材を複数本取り付
け、
　前記削孔に前記棒部材を上向きに挿入して、前記削孔面に前記棒部材周囲の前記針部材
を食い込ませることを特徴とする棒部材の上向き固定方法。
【請求項２】
　前記針部材を、前記棒部材の先端部と後端部の周囲にそれぞれ取り付けることを特徴と
する請求項１に記載の棒部材の上向き固定方法。
【請求項３】
　前記針部材を、前記棒部材への装着具の周囲に３本以上取り付けることを特徴とする請
求項１または２に記載の棒部材の上向き固定方法。
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